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健康広場

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

　３年間の長きに渡ったコロナ禍。マスクが手放せない日々
が続いた結果、ついつい「口呼吸」になっていませんか？
　口呼吸を続けていると、さまざまな悪影響が現れるため
注意が必要です。
　今回は、口呼吸の問題点について紹介します。

●鼻呼吸と口呼吸

　呼吸には、鼻から空気を取り入れる「鼻呼吸」と、口から息を吸い込む「口呼吸」の２種類が
あります。
　人は本来鼻で呼吸をしますが、マスクを着用すると鼻で呼吸するのが苦しくなり口呼吸になり
やすくなります。そして、そのまま口呼吸が癖になってしまっている人が多くなっています。

●口呼吸による影響

　鼻は、空気中の異物やウイルスを取り除き、冷たく乾燥した空気を加温・加湿するフィルター
の役割をしています。そのため鼻呼吸では、外気が体にとって害のない、きれいな空気となって
肺へ送り込まれます。
　一方口呼吸では、空気が直接口の中を通り抜けていくため、空気中の異物やウイルスがそのま
ま肺へ送られてしまいます。また、口呼吸が習慣化すると、口腔内の乾燥を招きやすくなります。
　口腔内が乾燥すると、唾液の効果（細菌の増殖を抑える抗菌作用、歯垢を洗い流す自浄作用、
歯の表面を修復する再石灰化作用など）を低下させ、虫歯になりやすくなったり、口臭や歯周炎
を悪化させたり、歯並びを悪くしたりします。
　さらに、口周りの筋肉や舌にも影響を及ぼし、顔の形が変わったり、嚥下機能（食べ物を飲み
込んで胃に送る機能）が低下したりします。

●口呼吸の予防方法

　最も簡単な予防法は、意識をして口を閉じることです。
　鼻詰まりなど、やむを得ない場合を除いて、できるだ
け「鼻呼吸」を意識しましょう。
　また、定期的に歯科健診を受け、悪いところがあれば
早期に治療改善して口腔内を良好に保ち、健康な体を維
持しましょう。

口呼吸に口呼吸に
気を付けましょう気を付けましょう！！

宮崎歯科クリニック 院長　宮崎  純一郎

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談
庄原 ７月４日㈫・18日㈫

13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター
人権擁護委員 広島法務局三次支局

☎0824-62-5070
総領 ７月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ７月20日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ７月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ７月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ７月14日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ６月30日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原「とんぼ」７月４日㈫13時30分～15時
庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎ 0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」７月６日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

６月27日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和「あしたのカフェ」６月20日㈫13時30分～15時
比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会 庄原 ７月10日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡回判定会 庄原 ７月20日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者
補装具判定会 肢体 ７月18日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ６月30日㈮・７月18日㈫
13時～14時30分

広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

７月３日㈪・10日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）
▪通帳・印鑑

事前予約が必要

７月８日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

６月26日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ７月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

事業名 とき ところ 内容 備考

ほのぼのネット
出 張 相 談

７月８日㈯
10時～12時

庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内）

妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相
談

７月７日㈮17時までに
事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

広報しょうばら／ 2023.6　16 17　2023.6 ／広報しょうばら
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放
送
大
学
10
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
本
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
学
生
は
そ
の
授
業

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と

き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
だ
け
の
授
業
料

を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
で
、
半
年
だ

け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

【
第
１
回
募
集
】

６
月
10
日
㈯
～
８
月
31
日
㈭

【
第
２
回
募
集
】

９
月
１
日
㈮
～
12
日
㈫

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

そ　

の　

他

 
 
 
 
 
 
 
  

             
 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

(応募資格：大学、短期大学、専門・専修学校を令和 6年 3月卒業見込の方および 

令和 4年 3月以降に大学を卒業された方) 

■■採採用用ににつついいててののおお問問いい合合わわせせ先先  

広島みどり信用金庫 総務部 人事課 

〒727-0013 広島県庄原市西本町三丁目 1番 8号 

TEL (0824)72-5588 (0120)301-865(携帯電話からも OK) 

※※エエンントトリリーーシシーートトはは当当金金庫庫ＨＨＰＰよよりり取取得得ででききまますす。。https://www.shinkin.co.jp/midori/  

広告 

令和６年度 職員募集 
CChheecckk!!  

ママイイナナビビかかららもも  

エエンントトリリーーででききまますす！！  

              →→→→→→  

 

庄原でクリエイティブなお仕事！

Webライター追加募集

株式会社peekaboo
口和サテライトオフィス（口和町宮内188番地1）

本社：広島市安佐南区八木1-20-12　セセラガーデン1F
問い合わせ：TEL 082-873-3400

＼在籍者の95％以上が子育てママ／

メディア掲載・TV取材
多数実績あり

ピーカブーのWebライターって？

＼約９割が未経験からスタート／

未経験者大歓迎！

育児と仕事の両立
ができる環境

月８０時間程度～ＯＫ

も充実！在宅可能！研修

①６月１５日（木） １０：００～
②６月２０日（火） １０：００～

申し込みはORコードから
ピーカブー

オンライン説明会開催決定！

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
６月30日㈮６月30日㈮

■市県民税
　（普通徴収）１期
■介護保険料
　（普通徴収）１期

「口座振替」にしている人は、納期限の
前日までに残高を確認してください。

収納課収納係☎0824-73-1511

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
　

巡
回
相
談
事
業

　

市
は
、
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら

し
高
齢
者
を
定
期
的
に
訪
問
し
見

守
る
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
巡
回
相
談
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
１
５
９
人
の
「
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
巡
回
相
談
員
」

が
、
週
に
１
回
程
度
、
自
宅
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。
安
否
確
認
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員
、
自
治

振
興
区
な
ど
の
関
係
機
関
へ
相
談

内
容
を
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　

見
守
り
訪
問
を
希
望
す
る
人

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

訪
問
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
を
し

て
い
る
人
。
ま
た
は
、
次
の
①
～

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
で
、
１

人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人

③
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
要
介
護

の
人
で
、
１
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
３

各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活

室

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金

　

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面

す
る
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
た
め
、
特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
分

【
支
給
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
３
月
分
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
収
入

が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
と
同
じ
水
準
の
人

③
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
と
同
じ
水
準
と
な
っ
た
人

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分

【
対
象
児
童
】

　

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
18

歳
未
満
（
障
害
児
は
20
歳
未
満
）

の
児
童
（
令
和
５
年
３
月
～
令
和

６
年
２
月
に
出
生
し
た
新
生
児
を

含
む
）

【
支
給
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
令
和
４
年
度
給
付
金
支
給
対
象

者
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）

②
①
以
外
で
、
対
象
児
童
を
養
育

す
る
人
の
う
ち
、
物
価
高
騰
の
影

響
で
家
計
が
急
変
し
、
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
人
と
同
じ

水
準
に
な
っ
た
人

給
付
額

児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

申
請
期
限

２
月
29
日
㈭
ま
で

※
い
ず
れ
も
対
象
者
①
は
申
請
不

　

要
。

※
い
ず
れ
も
対
象
者
②
③
は
申
請

　

が
必
要
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

児
童
手
当
制
度
の
手
続
き

　

こ
れ
ま
で
、
毎
年
６
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、
受

給
者
の
現
況
を
公
簿
な
ど
で
確
認

す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、原
則
、

提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人

①
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
と
異
な
る

市
区
町
村
で
手
当
て
を
受
給
し
て

い
る
人

②
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い

人③
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

し
て
い
る
人

④
児
童
が
入
所
す
る
施
設
な
ど
の

管
理
者
や
里
親

⑤
そ
の
他
、
市
区
町
村
か
ら
提
出

の
案
内
が
あ
っ
た
人

※
提
出
の
必
要
な
人
に
は
現
況
届

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
、
住
所
や
氏
名
、
振
込

先
、
世
帯
状
況
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
市
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
の
提
出
期
限

６
月
30
日
㈮

支
給
月
額
（
児
童
１
人
当
た
り
）

受
給
者
の
所
得
が

▼
所
得
制
限
限
度
額
未
満

　

▪
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円

　

▪
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

　
　

１
万
円

　
　
（
第
３
子
以
降
１
万
５
千
円
）

　

▪
中
学
生　

１
万
円

▼
所
得
制
限
限
度
額
以
上

　

▪
一
律　

５
千
円

▼
所
得
上
限
限
度
額
以
上

　

▪
一
律　

０
円

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活

室

救
命
講
習
の
定
期
開
催

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
な
ど
を
学
ぶ
、
救
命
講
習
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

庄
原
市
、
三
次
市
に
在
住
、
勤
務
、

在
学
中
の
人

内
容

　

講
習
の
種
類
に
よ
り
、
時
間
や

会
場
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

開
催
日
の
１
カ
月
前
～
１
週
間
前

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
５

最
寄
り
の
消
防
署
・
出
張
所

ダ
ム
の
放
流
に
よ
る
　
　
　

増
水
に
注
意

　

本
年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
川
で
の
作
業
や
釣
り
、

子
ど
も
の
水
遊
び
な
ど
に
は
、
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ダ
ム
の
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ

レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
に
は
、
川
の

水
が
短
時
間
で
急
激
に
増
え
ま
す

の
で
、
直
ち
に
川
か
ら
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
国
電
力
株
式
会
社

☎
０
８
６
６
‐
42
‐
４
５
３
３

令和５年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

自衛官候補生
男子 18 歳以上 33 歳未満の者

※ 32 歳の者は、採用予定月の１日か
ら起算して３カ月に達する日の翌月
の末日現在、33 歳に達していない者

年間を通じ
て受け付け 受付時にお知らせします

女子

貸費学生 技術

大学の理学部、工学部、もしくはそ
れに類する学部の３・４年次
または大学院修士課程在学
※専門職大学院を除く
※正規の修業年限を終わる年の４月
１日現在で 26 歳未満（大学院修士課
程在学者は 28 歳未満）

11 月 10 日
㈮まで 12 月３日㈰

予備自衛官補 一般 18 歳以上 34 歳未満の者 ９月 21 日㈭
まで

９月 23 日（土・祝）～ 10 月９
日（月・祝）
※いずれか１日を指定

詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350

庄
原
市
小
学
校
陸
上
競
技
記
録

会・
広
島
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

陸
上
競
技
の
部〈
予
選
会
〉

　

市
内
15
校
の
小
学
４
～
６
年
生

が
参
加
し
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル

走
、
80
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
、
走

り
幅
跳
び
、８
０
０
メ
ー
ト
ル
走
、

４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
自
己

記
録
、大
会
記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
予
選
会
も
併
せ
て
行
い
ま

す
。

と
き

６
月
17
日
㈯　

９
時
か
ら

と
こ
ろ

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

扶養親族
などの数

所得制限
限度額

所得上限
限度額

０人 622万円 858万円

１人 660万円 896万円

２人 698万円 934万円

３人 736万円 972万円

４人 774万円 1010万円

５人 812万円 1048万円

広告
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全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
41
回
広
島
県
な
ぎ
な
た
選

手
権
大
会

（
３
月
21
日
／
広
島
市
中
区
）

男
子
の
部
　
第
３
位

久
保　

允
治（
三
次
高
２
年
・
西

城
町
）

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま

22
文
芸
祭

【
短
歌
】
小
・
中
・
高
校
生
の
部

広
島
県
議
会
議
長
賞

圡
居　

穂
香
（
庄
原
中
２
年
）

広
島
県
教
育
委
員
会
賞

馬
舩　

清
太
（
高
野
小
５
年
）

広
島
市
教
育
委
員
会
賞

山
岡　

弥
緒
（
東
小
１
年
）

【
俳
句
】
一
般
の
部

広
島
県
知
事
賞

永
宗　

敏
昭
（
新
庄
町
）

【
現
代
詩
】
一
般
の
部

広
島
県
知
事
賞

奥
井　

久
子
（
是
松
町
）

【
川
柳
】
小
・
中
学
生
の
部

公
益
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
文
化

振
興
財
団
理
事
長
賞

佐
々
木
琢
矢
（
東
小
１
年
）

県
大
会

そ
の
他

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
・
ク
ワ

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
・
ク
ワ

ガ
タ
ハ
ウ
ス
　
オ
ー
プ
ン
！

ガ
タ
ハ
ウ
ス
　
オ
ー
プ
ン
！

　

中
国
地
方
最
大
級
の
カ
ブ
ト
ム

シ
ド
ー
ム
内
で
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」

を
、
ク
ワ
ガ
タ
ハ
ウ
ス
内
で
「
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
」
を
、
見
て
、
触
れ

て
、
観
察
で
き
ま
す
。

と
き

６
月
24
日
㈯
～
８
月
27
日
㈰

※
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
発
生
状
況
に
よ
り
、
公
開
期
間

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
６
月　

９
時
30
分
～
17
時

　
（
入
場
は
16
時
ま
で
）

▼
７
・
８
月　

９
時
30
分
～
18
時

　
（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
い
こ
い
の
森　

カ
ブ
ト

ム
シ
ド
ー
ム

（
最
寄
駐
車
場　

第
７
駐
車
場
）

※
記
載
の
内
容
は
、
５
月
末
現
在

の
も
の
で
す
。天
候
な
ど
に
よ
り
、

変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア
　
　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア
　
　

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

　

広
島
県
最
大
の
た
め
池
“
国
兼

池
”
で
、
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア
」
が
、
本
年
も

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ル
ア
ー
の
み
利
用
可
能
で
す
。

（
ハ
ー
ド
ル
ア
ー
、
ソ
フ
ト
ル
ア

ー
い
ず
れ
も
可
）

と
き

６
月
９
日
㈮
～
10
月
31
日
㈫

※
国
兼
池
の
水
位
の
状
況
に
よ

り
、
安
全
が
確
保
出
来
な
い
と
き

は
、
営
業
開
始
日
を
延
期
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
６
・
９
・
10
月

　

９
時
30
分
～
15
時

▼
７
・
８
月　

９
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

北
入
口
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
最
寄
り
駐
車
場　

第
５
駐
車
場
）

料
金

▼
大
人　

６
０
０
円
（
３
時
間
）

　

超
過　

２
０
０
円
／
時

▼
小
人　

３
０
０
円
（
３
時
間
）

　

超
過　

１
０
０
円
／
時

《
釣
り
具
レ
ン
タ
ル
あ
り
》

　

ロ
ッ
ド
と
ル
ア
ー
の
セ
ッ
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
料
金　
千
円

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

初夏の花物語初夏の花物語
７月９日㈰まで開催！

初
夏
の
花
暦

初
夏
の
花
暦

▼
ア
ジ
サ
イ

【
開
花
時
期
】

６
月
下
旬
～
７
月
上
旬

【
と
こ
ろ
】

ひ
ば
の
里　

竹
林
、
ア
ジ
サ
イ
園

▼
サ
サ
ユ
リ

【
開
花
時
期
】
６
月
中
旬
～
下
旬

【
と
こ
ろ
】

み
の
り
の
里　

サ
サ
ユ
リ
保
全
地

《
サ
サ
ユ
リ
保
全
地
公
開
》

　

サ
サ
ユ
リ
の
開
花
期
間
に
合
わ

せ
て
「
み
の
り
の
里　

サ
サ
ユ
リ

保
全
地
」
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

　

サ
サ
ユ
リ
は
日
本
特
産
の
ユ
リ

で
、
葉
が
「
笹
（
サ
サ
）」
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
き

ま
し
た
。
平
成
16
年
か
ら
公
園
で

保
全
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
希
少
な
サ
サ
ユ
リ
の
、
白
色

と
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

※
公
開
日
は
、
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

※期間中の月曜日は休園

0120-66-10350120-66-1035
受付時間：9時〜19時受付時間：9時〜19時
広島県三次市塩町2123-5広島県三次市塩町2123-5

創業64周年創業64周年

出張買取の美幸出張買取の美幸
ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!

び こ うび こ う

広告広告広告

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被
爆
二
世
健
診

　

被
爆
二
世
の
人
は
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

両
親
の
い
ず
れ
か
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
県
内
在
住
の
人

▼
広
島
被
爆

昭
和
21
年
６
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
長
崎
被
爆

昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

申
し
込
み
方
法

　

専
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
診
希
望
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
は
が
き
は
、
保
健
医
療
課

や
各
支
所
市
民
生
活
室
・
地
域
振

興
室
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子

申
請
が
可
能
で
す
。

申
込
受
付
期
間

１
月
31
日
㈬
ま
で
（
消
印
有
効
）

健
診
実
施
期
間

６
月
10
日
㈯
～
２
月
29
日
㈭

（
た
だ
し
精
密
検
査
は
３
月
10
日

㈰
ま
で
）

検
査
費
用

無
料
（
被
爆
二
世
健
診
の
範
囲
に

含
ま
れ
な
い
検
査
は
自
己
負
担
）

受
診
場
所

　

専
用
は
が
き
と
併
せ
て
医
療
機

関
一
覧
表
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
被
爆
者
支
援
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
１
６

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

梅
雨
前
に
は
農
地
・
農
業
用

施
設
の
点
検
を

　

梅
雨
の
時
期
に
入
る
と
大
気
の

状
態
が
不
安
定
に
な
り
、
雨
が
降

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
近
年
、
全

国
各
地
で
集
中
豪
雨
が
多
発
し
、

た
め
池
が
決
壊
す
る
な
ど
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

災
害
を
防
止
す
る
た
め
に

　

日
々
の
点
検
や
管
理
が
大
切
で

す
。

▼
水
路
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
流

木
や
浮
遊
ご
み
を
取
り
除
く

▼
堤
体
の
ひ
び
割
れ
や
漏
れ
を
見

つ
け
や
す
く
す
る
た
め
に
、
定
期

的
な
草
刈
り
を
行
う

万
が
一
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

の
対
象

　

耕
作
し
て
い
る
農
地
（
田
や

畑
）、
た
め
池
、
頭
首
工
、
用
排

水
路
、
農
道
な
ど

災
害
の
対
象
と
な
る
条
件

▼
24
時
間
雨
量
が
80
ミ
リ
以
上

▼
時
間
雨
量
が
20
ミ
リ
以
上

▼
１
カ
所
の
工
事
費
用
が
40
万
円

以
上
の
も
の

▼
農
業
用
施
設
は
利
用
者
が
２
戸

以
上
の
も
の

▼
被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設

を
、
日
頃
か
ら
適
正
に
管
理
し
て

い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
こ
と

（
日
誌
や
写
真
な
ど
）

地
元
の
分
担
金

①
農
地

復
旧
事
業
費
の
４
パ
ー
セ
ン
ト

※
農
地
の
災
害
は
、
補
助
限
度
額

が
あ
り
、
限
度
額
を
超
え
る
場
合

は
、
分
担
金
の
４
パ
ー
セ
ン
ト
に

加
え
、
自
己
負
担
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

②
農
業
用
施
設

復
旧
事
業
費
の
２
パ
ー
セ
ン
ト

※
①
②
と
も
に
、
工
事
着
手
前
に

納
付
が
必
要
で
す
。
激
甚
災
害
に

指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
分
担
金
が

２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

災
害
復
旧
課
農
林
施
設
復
旧
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
７

各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設

室※
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
早
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

お詫びと訂正

５月号の内容に誤りがありました。
お詫びして次のとおり訂正いたします。
▶４ページ「予算額」の表
　下水道事業会計
　（誤）　増減額　▲１億 513 万円
　　　　増減率　　　  ▲７．４％
　（正）　増減額　　１億 513 万円
　　　　増減率　　　  　 ７．４％
▶９ページ３段目
　「ふるさと功労賞受賞者の紹介」９～ 10 行目
　（誤）　平成 22 年８月に設立し、令和２年に
　　　　は設立 20 周年を迎えました。
　（正）　平成 22 年８月に設立し、令和２年に
　　　　は設立 10 周年を迎えました。

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

削
さくていがま

蹄鎌

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶今回２・３ページで取り上げた帝釈峡。観光シーズ
ンが本格的にスタートしました。帝釈峡といえば紅
葉のイメージが強いですが、今の季節、新緑の景色も
とてもきれいです。ふと、中学校の遠足で、時悠館か
ら遊歩道を通ってスコラ高原まで歩いたことを思い
出しました。歩いてみたことで、雄橋や神龍湖だけで
はない、帝釈峡の自然の素晴らしさを知りました。皆
さんも、新たな魅力を探しに訪れてみてください。

人の動き （庄原市の人口） 

令和５年４月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３２，３８７人（前年比－６６９人）　
男　　１５，５０４人（前年比－２８３人）　
女　　１６，８８３人（前年比－３８６人）
世帯数　１５，０６６世帯（前年比－６４世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４９２人（前年比１１２人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，９６６人（７，８９４世帯）
○西城地域　　２，９８８人（１，３３５世帯）
○東城地域　　６，８３８人（３，３２６世帯）
○口和地域　　１，７６９人　　（７５６世帯）
○高野地域　　１，５０５人　　（６３６世帯）
○比和地域　　１，１６６人　　（５５０世帯）
○総領地域　　１，１５５人　　（５６９世帯）

６月25日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
７月２日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

９日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
16日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶森原多美子水彩画作品展
とき　７月７日㈮～９日㈰　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

６月・７月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　６月26日㈪　
　　　　①９時～12時 　②13時～16時
▶展示・販売＆イベント
○細密画展（自然を見つめよう会）
　とき　６月21日㈬～７月３日㈪
〇草木染め教室作品展
　とき　７月15日㈯～31日㈪
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　７月15日㈯・16日㈰　９時～15時

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座
と　き　７月９日㈰　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

７月

　削蹄とは、牛のひづめを削る
ことです。牛は、ひづめが長く
なりすぎると歩行に支障がでた
り、病気にかかったりするため、
定期的に削蹄鎌で削り、健康を
維持する必要があります。
　今回紹介するのは、昭和 15
～ 16 年ごろに最も多く生産さ
れた削蹄鎌です。
　口和町宮内の鍛冶屋谷

た に ぐ ち

口勘
か ん ろ く

六
さん、子の俊

と し あ つ

篤さんが作った刃
渡り約８センチ、厚さ約２ミリ
の両刃の削蹄鎌で、当資料館に
も展示しています。
　製造者を示す刻印（銘）は

「白
し ら ぎ く

菊」です。谷口さんの作っ
たものには、「白菊」のほかに

「安
や す ま さ

正」の銘が入れられました
（主におの、なた）。

　谷口さんの削蹄鎌は、地
域の人の提案を受け改良が
重ねられました。特徴は、
尻（柄と刃を接続する部分
の峰側）にある角です。
　この角は、ひづめの間に
ある泥を落とすためのもの
で、角があることにより、
道具の持ち替えが不要とな
り、効率的に作業ができま
す。
　元々、角はありませんで
したが、使用者からの要望
を基に付けられ、さらに「曲
がっている方が使いやす
い」との提案を受け、現在
の形に改良されました。
　材料にもこだわってお
り、安

や す ぎ

来鋼
はがね

と地鉄（軟鉄）を使い、燃料には「使いやすい火
になる」といわれる松炭を使用しました。地鉄と鋼の鍛

た ん せ つ

接（接
合）には薬剤を使わず、山から採取した「不思議と傷や剥が
れがなく良く接着する」といわれる黄色の粘土を使いました。
柄には、柔らかいホウノキを使用しました。
　こうして完成した谷口さんの削蹄鎌は、鳥取県の行商人に
より日本全国に販売され、北は北海道、南は鹿児島県や五島
列島にも、愛用者がいたといわれています。
　本市は、比婆牛発祥の地であるように、古くから牛と密接
に関わってきました。過去には、和牛日本一を２大会連続で
獲得するなど畜産が盛んですが、谷口さんの削蹄鎌は市内だ
けでなく、日本各地の畜産を土台から支えていたのです。

６月は食育月間です！

日常生活でできる食育を振り返ってみましょう
　何気ない日常の行動や、緊急時への備えも食育の一つです。
また、冷蔵庫の中を整理整頓し、食材を取り出しやすくして
おくことは、食品の無駄をなくすことにもつながります。
　できることから実践し、継続していきましょう。

【旬のアスパラガスを使ったレシピを紹介】
アスパラとじゃこの混ぜご飯

米　　　　　　　　　　２合
アスパラガス　　　　　２本
にんじん　　　　　　　20g
ちりめんじゃこ　　大さじ２

酒　　　　　　　小さじ１
しょうゆ　　　　小さじ1/2
白ごま　　　　　小さじ２

（材料：４人分）１人当たりのエネルギー：236kcal、塩分：0.3ｇ

①米を洗い通常の水加減で炊く。 
②アスパラガスは、根元の硬い部分はピーラーで皮をむき、
　小口切り。にんじんは皮をむいて千切りにする。
③②をさっと茹でてザルにあげておく。 
④フライパンに白ごまを入れ、乾煎りして取り出す。 
⑤ちりめんじゃこに酒を振りかけて煎る。カリカリになって
　きたら、しょうゆを加えて全体にからませる。 
⑥炊き上がったごはんに③～⑤を加え混ぜ合わせる。 

　「食育」とは、さまざまな経験を通じて、「食」に関する知
識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する
ことができる人を育てることです。毎年６月は食育月間と定
められており、関係機関が協力して食育の推進に取り組んで
います。皆さんはどれくらい食育に取り組んでいますか。こ
の機会に、自身の食生活を振り返ってみましょう。

【食育の一例】
□ 毎日、朝食を食べている
□ 「いただきます」のあいさつをしている
□ 家族や仲間、友達と一緒に食事をしている
□ 旬の食材を使った料理を作っている
□ 野菜を育てて食べている
□ 地元の食材を利用している
□ よく噛んで食べている
□ 衛生に気を付けている
□ 災害に備えて食料を備蓄している
□ 食品の無駄（廃棄）を減らしている

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

とき　　６月 26 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1階市民ホール
とき　　６月 26 日㈪ 17 時 30 分～ 18 時 30 分
ところ　市役所東城支所　1階ホール

出演者　
久
ひさおか
岡　　昇

のぼる
・・・声楽（バリトン）

吉
よ し づ
津　宏

ひ ろ こ
子・・・ピアノ

演奏曲目　
～日本の歌を歌う～
「水野源三の詩による聖歌集」から、オペラ「笠地蔵」
から、からたちの花、くちなし　ほか
▶久岡　昇
　東城町出身。国立音楽大学声楽科、同大学専攻科
を経て、国立ウィーン音楽アカデミーを卒業。数多
くのオペラやコンサートに出演し、数々の賞を受賞
する。平成４年放送の NHK 大河ドラマ「信長」で
は、テーマ曲の歌唱パートを歌っている。長年の国
内外での優れた演奏活動や、国立音楽大学・大学院
教授として後進を育成するなどの実績により、平成
24 年に庄原市民栄誉賞を受賞。
▶吉津　宏子
　市内在住。混声合唱団コーラスグループあんだん
て指揮者。ジュニア合唱団やまびこ伴奏者。現在、
ピアノ講師、演奏、コンクール審査など、各種音楽
活動に携わっている。

庄
原
東
城

広報しょうばら／ 2023.6　22 23　2023.6 ／広報しょうばら


